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平成30年台風第21号 台風経路図【気象庁HP】



高潮対策のトリガー（気象庁予報、港長勧告）

2（気象庁予報、港長勧告発令情報を基に近畿整備局とりまとめ）

※港により内容が異なるためあくまで一例である



時間の
目安

フェーズ
行動開始のトリガー
（気象庁の情報）

人命の安全確保、情報伝達等 物流機能の維持 生産機能の維持

台風最
接近の
１～５
日前

①

台風最
接近の
１日前

②

③

台風最
接近の
半日前

④

台風最
接近の
６時間
前

台風最
接近の
数時間
前

高潮発
生時

【段階的な防災行動計画】

情報共有・提供 施設管理の指示 その他 ○移動・退避 ○移動・退避○固定作業 ○固定作業 ○動かない資産○動かない資産

○気象・海象情報の
収集

（台風対策委員会等、
気象台台風説明会
出席）

○気象情報等内部共有

○第一体制
（避難準備勧告）（港長）
※必要に応じて

○第二体制
（全船舶避難勧告）
（港長）※必要に応じて

○災対本部非常体制

○カメラによる監視

○協定団体の出動
準備、資機材確保
依頼

○TEC-FORCE出動
の準備

（被災後）
○TEC-FORCE出動
の検討

○留まらざるを得ない
職員以外は避難開始

○リエゾン派遣準備
○災対本部警戒体制

○高潮特別警報の
可能性言及（気象台）

○直轄工事・直轄
保有船舶対策
指示

○直轄工事・直轄
保有船舶対策
完了

○防潮板の設置等

○浸水被害状況情報
収集

○カメラによる監視

○国、管理者の被災
状況の情報共有

○災対本部注意体制

○水門・陸閘等の
閉鎖状況の情報
共有

○国から管理者へ水
門・陸閘等の閉鎖
状況確認依頼

○連絡体制確保
○国から管理者へ水
門・陸閘等の閉鎖
状況確認依頼

○水門・陸閘等の
閉鎖状況の情報
共有

○国、管理者の被災
状況の情報共有 ○国、管理者の被災

状況の情報共有

○被災状況の情報
収集

○カメラによる監視

○第二体制
（大型船等避難勧告）
（港長）※必要に応じて

※①本表は、国が実施する対応の一例を示したものである。
②表中の赤字は、大～最大規模高潮の発生が予想される場合に、中・小規模高潮時の対応に加えてとる対応例、青字は行動を早める対応を示したものである。

○水門・陸閘等の閉鎖
状況の情報共有

○水門・陸閘等の閉鎖
状況の情報共有

○水門・陸閘等の閉鎖
状況の情報共有

強
風
注
意
報

波
浪
注
意
報

高
潮
注
意
報

暴
風
警
報
又
は
暴
風
特
別
警
報

波
浪
警
報
又
は
波
浪
特
別
警
報

台
風
進
路
予
報

・
台
風
に
関
す
る
気
象
情
報
（随
時
発
表
）

高
潮
警
報
又
は
高
潮
特
別
警
報

暴風が吹き始める前に防災行動を完了

近畿地方整備局港湾空港部の対応
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○港湾空港部・すべての港湾関係事務所は、9月3日18:00以前に災対本部注意体制を発令。（9月4日12:00に警戒態勢に切り替え）
○水門・陸閘等の閉鎖状況の情報共有についても前倒しで実施。



港湾・海岸管理者の対応
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○アンケート結果（次ページ）を踏まえ整理中。

時間の
目安

フェーズ
行動開始のトリガー
（気象庁の情報）

人命の安全確保、情報伝達等 物流機能の維持 生産機能の維持

台風最
接近の
１～５
日前

①

台風最
接近の
１日前

②

③

台風最
接近の
半日前

④

台風最
接近の
６時間
前

台風最
接近の
数時間
前

高潮発
生時

【段階的な防災行動計画】

情報共有・提供 施設管理の指示 その他 ○移動・退避 ○移動・退避○固定作業 ○固定作業 ○動かない資産○動かない資産

○気象・海象情報の
収集

（台風対策委員会等、
気象台台風説明会
出席）

○気象情報等内部共有

○第一体制
（避難準備勧告） （港長）
※必要に応じて

○第二体制
（大型船等避難勧告）
（港長）※必要に応じて

○協定団体の出動
準備、資機材確保
依頼

○留まらざるを得ない
人員以外は避難開始

○高潮特別警報の
可能性言及（気象台）

○施設点検
○防潮板、土嚢の
設置等

○管理者から国へ水門・
陸閘等の閉鎖状況
報告

○工事・保有船舶
対策完了

○水門・陸閘等の
早期閉鎖（委託者
への指示も含む）

○被災状況の情報
収集、報告

○国、管理者の情報
共有

○水門・陸閘等の
閉鎖準備開始 ○交通に影響のない

水門・陸閘等施設の
閉鎖司令

○交通に影響のない
水門・陸閘等施設の
閉鎖司令

○堤外地からの避
難・水門閉鎖時刻
の周知
（電話等（随時）

○被災状況の情報
収集、報告

○第二体制
（全船舶避難勧告）
（港長）※必要に応じて

※①本表は、各港湾・海岸管理者が実施する対応の一例を示したものである。
②表中の赤字は、大～最大規模高潮の発生が予想される場合に、中・小規模高潮時の対応に加えてとる対応例、青字は行動を早める対応を示したものである。
③個々の陸閘等の閉鎖等の判断は、予測潮位や地盤高で個別に判断する。

○堤外地からの避
難・水門閉鎖時刻
の周知
（電話等（随時））

○埠頭用地、臨港
道路の見回り

○排水機場等の稼働 ○排水機場等の稼働

○水門等の閉鎖
〇交通に影響のある水門・
陸閘等施設の閉鎖司令

○水門等の閉鎖
〇交通に影響のある水門・
陸閘等施設の閉鎖司令

○水門・陸閘等の閉鎖
（委託者への指示も
含む）

○管理者から国へ水門・
陸閘等の閉鎖状況
報告

高
潮
注
意
報

暴
風
警
報
又
は
暴
風
特
別
警
報

波
浪
警
報
又
は
波
浪
特
別
警
報

強
風
注
意
報

波
浪
注
意
報

台
風
進
路
予
報

・
台
風
に
関
す
る
気
象
情
報
（随
時
発
表
）

高
潮
警
報
又
は
高
潮
特
別
警
報

暴風が吹き始める前に防災行動を完了



Q1： 気象庁の「注意報」発令以前に実施した民間港湾関係者の安全対策等についての情報発信や案内の実施項目

Q2：気象庁の「注意報」発令後に実施した民間港湾関係者の安全対策等についての情報発信や案内の実施項目
Q3：気象庁の「警報」発令後に実施した民間港湾関係者の安全対策等についての情報発信や案内の実施項目
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港湾・海岸管理者等への高潮対応アンケート

Q1： 気象庁の「注意報」発令以前に実施した予防対策 / Q2：気象庁の「注意報」発令後に実施した予防対策 / Q3：気象庁の「警報」発令後に実施した予防対策

予防対策
○職員への情報提供、水門・陸閘操作の事前通知、工事受注者や管理受託者への対策指示などは早期に対応。（１，５，８）
○対策本部の立上げ、水門・陸閘の閉鎖指示にはタイミングに差違。（４，６）

民間港湾事業者への安全対策の指示
○コンテナや蔵置や貨物の安全対策関する案内や運送事業者への案内は比較的早期に対応。（３）
○民間港湾関係者への具体的な指示（設備、社屋への対策や作業中止に至るものなど）は困難か（１，２，５～７，９，１１）
○その他の対応として、「早期警戒と防止対策の徹底」の発出、「港長勧告文」の送付など

その２ 民間港湾関係者への安全対策の指示



港運事業者への高潮対応アンケート

６

○自社判断で対応可能な事項（職員への情報提供、対策本部の設置、社屋の浸水・風雨対策、荷役機械等の対策など）は早期に対応。
（３，５，１０～１２，１５～１７，２１）

○船社や荷主との調整は比較的早期に対応。（２，４、１３、２４）
○係留船舶の固定強化やヤード内の蔵置貨物の移動・保護など自社判断では難しい部分の対応は難しい。（１，１９，２０）
○被災時の対策備品の準備は低率（１４）

注：Ｑ1＝港毎に港長が発令する「第一体制」を基に実施した対策／Ｑ2＝港毎に港長が発令する「第二体制」を基に実施した対策
Ｑ3＝気象庁の「注意報」発令前に実施した予防対策／Ｑ4＝気象庁の「注意報」発令後に実施した予防対策／Ｑ5＝気象庁の「警報」発令後に実施した予防対策
Ｑ6＝それらに関らず対策を実施



旅客船事業者への高潮対応アンケート

７

○9月4日0:00には、港長より第二体制が発令されており大型船は港外待避中。
○9月4日6:00時点で、瀬戸内航路の大半は欠航。
○保安部体制発令以降は、欠航に伴う残務処理が散見。

注：Ｑ1＝港毎に港長が発令する「第一体制」を基に実施した対策／Ｑ2＝港毎に港長が発令する「第二体制」を基に実施した対策
Ｑ3＝気象庁の「注意報」発令前に実施した予防対策／Ｑ4＝気象庁の「注意報」発令後に実施した予防対策／Ｑ5＝気象庁の「警報」発令後に実施した予防対策
Ｑ6＝それらに関らず対策を実施


